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◎ 車椅子の介助方法

0障かい者に関するマーク

0熊本県八―トフルバス制度

Xこの人ンドフックでは 人権の尊重と人にやさしい言葉のl●用という観点から 原Fl「障かしヽJと いう表記を

使用してしヽますか 法律の名称 用語については

'障

害Jと表記しています。

「障かい者サポーター制度Jシンポルマーク

前田準大さん (12歳 )の作品

【作品に込められた想い】Xお母さんのコメント

絵を描いた息子の準大は、自閉症としヽう障かいをもつています.

感覚過敏の特にがあり 親の私とも手をつなくことができまビん

でも この絵の動171た ちは手をつなtヽ でいます。

くっつさすぎす 離れすぎすの微炒な距離感.

この絵を見たとき

『本当はこうやつて手をつないてみたいのかな?J

「ちょっと手を0してもらいたしヽのかな?J

と,の いのなかを色々と想像しました.

ちょっと手を差しのべてもらうだけで広かる彼らの世界に たく

さス′の人かつなかつて理ntか広がりますように.
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合言葉は

「できることを目ちょっとすつ」
「障かい者サポーター制度Jと は、これまで「障がいJについて知る機会がなかったり

障がいのある人と接する機会かなかつた皆さんにも、サポーターの活動を通して障か

いへの理解を深めてもらい、障がいのある人への支援につなげる取組みです。

また、サポーターの輪を広げることで、「障かいかあつてもなくても、誰もか能力を

発揮でき、わくわくして暮らせる熊本市」の実現を目指します。

「障かい者サポーター」とは、障かいの特性や必要な配慮を理解し、障がいのある人

か困つている時に、必要な手助けを実践する人々のことです。専門的な知識は不要です。

日常生活の中で、自分のできる範囲で活動してみよう 1という意欲のある人であれば、

どなたでもサポーターになることかできます。障かい者サポーターの役割は、主に次

のようなことです。さあ一緒に始めてみましょう |

(1)「 障がいJや「障がい者Jについてもっと知ろう !

「障かい」といつてもさまざまで、外見からはわかりづらいものもあります。また、障

かいの程度によつても必要なサポートは違つてきます。まずは、「障/JAいJについて知る

ことからはじめましょう。熊本市では、障がい者サポーターになるための研修会を開

催します。サポーター制度に興味をもったら、ぜひ研修会に参加してみましょう |

(2)勇 気を出して声をかけてみよう !

エレベーター前で視覚障かいのある人が困つている様子…。こんな場面に出会った

ら、勇気を出して「お手伝いしましょうか ?」 と声を力Jナてみませんか。一方、サポート

を頼まれることもあるかもしれません。

そんな時にはあなたのほんの少しの勇気と一声を !



(3)障がい福祉に関するイベントなどに参加してみよう !

活動を通して障かいのある人に対する理解かさらに深まることはもちろん、障かい

のある人をサポートする仲間かできるかもしれません。

熊本市では、毎年「サマーほつとクラブ (夏休み障害児 家族支援事業)Jや、「熊本市障

かい者大運動会」などで、ポランティアを募集しています。また、「熊本市市民活動支援

センターあしヽ ぎ―とJや「熊本市社会福祉協議会Jでも、障かい福祉に関するボランティア

募集情報を提供しています。
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(4)家族や職場、学校などで、サポーターの輪を広げよう 1

あなたの家族、職場、学校で、障かい者サポーター制度を紹介してみませんか。あなた

の話をきっかけに、障かいについて関心を持ち、理解を深め、行動に移す仲間か増えて

いくことを期待しています。
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「障がい者サポーター」になるためには、「サポーター研修会」に参加し、サポーター

登録申請書を提出してください。「サポーター研修会Jは、年に数回開催します (開 催

予定は市ホームページなどでお知らせします)。

◎サポーターグッスについて

「障かい者サポーターJに登録された方には、サポーターを証明する「ビンパッジ」を

進呈します。障かいのある方か気軽にサポートを依頼できるように、日ころからビン

パッジを身に付けるように心かけてください。

◎情報提供について

「障がい者サポーター」に登録された方には、定期的に「障がい」に関する情報を提供

します (提供は原則、電子メールで行います)。

熊本市で活躍しているサポーターの紹介、イベント情報、法律や制度の解説など

を予定しています。

不

|ビ ン,(,,テ リイン〕



一魏
′́
二4〃μ  

「

こヽ

「障がいかあつてもなくても、誰もか能力を発揮でき、わくわくして暮らせるβE本市」

を目指して、「障かい者サポーター制度」の普及などに積極的に協力いただける企業や

団体を「障がい者サポート企業 団体」として認定します。認定にあたつては、熊本市内

に事業所かあり、次の事項のうち2つ以上に該当していることが要件となります。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

障害者の雇用の促進等に関する法律 (昭和35年法律第 123号 )こ 定める法定雇用

率を超えて障かい者を雇用していること。 【※従業員50人未満の事業所は除く】

障かい者を雇用するに当たつて、特性に応じた職場配置又は業務の分担、業務マ

ニュアルの整備、職場相談員の配置等の配慮か行われていること。

事業所や店舗のユニバーサルデザイン化を推進していること。

障かい等について職員を対象とした研修を定期的に実施していること。

障かい者への配慮等を含んだ接客等についてマニュアル化し、かつ、実践している

こと。

障かい者施設の商品の購入又は販売場所の提供等、障かい者施設の販路拡大に大

きく寄与していること。

障かい者あるいはその保護者等の支援団体等であつて、障かい福祉に関するイベ

ントの開催等、市民の理解を促進する取組を実施していること。

前各号に掲けるもののほか、障かい福祉に資すると認められる取組を実施してい

ること。

愧
響ゞ
晨
熙
猾
麟話

「障がい者サポー ト企業 団体Jは、企業や団体のノウ八ウやスキルを活かして、障

かいのある方の支援につなかる取組みをよリー層進めてください。

「障かい者サポー ト企業 団体Jと して認定された企業 団体には、熊本市より認定

証を交付し、熊本市ホームページで認定企業 団体として紹介する予定です。

また、「障かい者サポーター制度Jシ ンボルマークを、企業 団体の名刺、ノベルティ、

印刷物、ホームページ等にこ使用いただけます。なお、特に優れた活動をされている企

業 団体について、熊本市からの表彰を予定しています。

■}遷蠍 Li恣洟ン
不「鷲‐ 書
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◎はじめに

これからこ紹介する障がいの種類や特性などは、一部にすざません。障がいにはさ

まざまなものがあり、日々の生活の中で困難を感じている方はたくさんいます。ます

は、次のことに理解をお願いします。

◎障かいのある人へのサポートの基本

障かいのある人をサポートする際には、次のことを基本にしましょう。障かいの

ある人のサポートは、特別なことではありません。あなたにできることからはじめて

みませんか?

り 本人の意思を確認するため l「 、声かけをしこから行動しましょう。

つ おだや力',日調で話しかけましょう。

●
`人

で,ボートをすることが難しい場合は 円 F‐ に声をかけ 複数スで対応

しましょう。
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◎このような障がいです

視覚障がいのある人の中には、全く見えない人と見えづらい人かいます。見えづらさ

は個人差があり、眼鏡などで矯正しても視力が弱い、細かいところが分かりにくい、光

かまぶしい、見える範囲/」
1狭い、特定の色かわかりにくいなど、その状態はさまざまで視
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●
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◎こんなサポートをお願いします

・
・
コ
レ
‐‐

・
・ 齊

『露をかけるとき』

0視覚障かいのある人は、自分に話し力ヽすられていると気つかないことがあります。「自分に話

し力ヽすられているJと伝わりやすい距離で、声の大きさに気を配り、声を力Чナてください。

0矢日り合いの場合でも「00さん。△▲です。Jなどと、名前の名乗りと呼び力ヽすを行いましょう。

0説明するときは、「あちらJ「こちらJと いつた指示語や、f青い看板Jと いつた視覚情報をあらわ

す言葉は避け、「30センチ右J「 5歩先Jな ど 具体的な方向や距離を示すようにします。

『歩道や費‐‐点でけJ

O歩行の那魔になるため、歩道や視覚障かい者用ブロック(点字フロツク)の上を自転車や看板

などでふさいではいけません。

0交差点では、信号か変わつても、車やバイクか進入してくることがあります。安全かどうか教

えてください。

0案内するときは、自い杖の反対憬Hこ立ち、1宛や肩を貸して半歩前を歩いてください。杖を持つ

手をつかむことは避けてください。

「パス停や駅で1薫』

0八ス停に来た八スの系統かわからないことかあります。困つている様子のときは「どこへ行

かれるのですか ?J「 このパスは00行きですJと 声を力Jナてください。

〔■,11く t'よ う|]

【薔人のための国際的シンボルマーク1

視覚 [峰かいかある人の世界■輌の マークです。■賞障かい者の

■■や八 t'ア フサーーに言膚された伴物 言11肯、機器などにまiけ ら

れて|｀よ J。
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◎このような障がいです

聴覚障がいがある人の中には、全く聞こえない人と聞こえにくい人かいます。外見か

らは障がいがあることがわかりくいため、誤解を受けたり、危険にさらされたりと、社

会生活上の不安があります。

S言華峯を護用してtヽit、 奎がゆかtこ青こえ
`な

ど、露
=ミ

ヌ事かうまくこき

=■
人tいます。

● 人工籠
=を

便馬
=`■

墨場含、ヽ 外装二を■すと全く聞こえない求態勢上め、

表露■責翼:=など:こ 平安■幕じ
=れ

ています。

e輌責■がし、のぁ _― 人0中で:=、 手謡を使う■ .‐ :三 う■■
=ヽ

、筆談や郵誰 (こ う

を,■ ど、■■二なり0こ ミュニケーシFシ吉ti｀ありまさ。

Э 量議 (三 ,■ :憲 どで撻キ■護二重葦 :二 :=解できてヽ、雪■力iら 議■言葉で意

早を手主するこ
=■

ミし■よ溌tt.

◎こんなサボートをお願いします

「率を力'け るとき』

0聴覚障かいのある人に話し力Jする時は、前方から ゆっくり、はつきりした発音で話し力Jナて

ください。

0話し力Jナても相手かわからないときは、身振りで表現したり、メモに書くなど 表現方法をエ

夫してください。

膨 ヤ誠隅‐~すると書』

0筆談する場合は、短い文で簡潔にわかりやすく書いてください.

0多人数の会話についてしヽすす、自分の意思を伝えることかできない場合かあります。会話の

要点を書いてもらうと会話に参加しやすくなります。また 口話 (こ うわ)でコミュニケーシ∃

ンをとっている場合も、伝わつている力¶寺々 確認をしてください。

O聴覚障かいのある方の言葉が聞き取れなかつた場合、わかつたふりをせす聞き返すが 紙など

に書いてもらつたりして内容を確認しましょっ。

「離車場でJ

O車の音 (気配)こ気づくのか遅れ、危険な思いをされることもあります。歩行に障かいかなく

ても、障かい者用駐車場の利用か必要なことに理解をお願いします。
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=亀『災富などの露急鮨にはJ

O放送や呼び力ヽす、非常ベルの音などに気つかないことがあるため、非常時は身振りで表現する

なとして知らせてください。

(補足)盲 ろうについて

盲ろうとは、視覚と聴覚の両方に障かいがあることです。盲ろうという重い障がいを

背負いなからも、大学を卒業し、世界各地で障かい者のために活動したヘレン ケラー

が有名です。

0情報入手、コミュニケーション、移動などの様々な場面で大きな困難か生じます。

0自分の力だけで情報を得たり、人と会話したり、・・ I出 移動することか困難な

ため、社会から孤立してしまうこともあります。

0社会参力塵のための情報入手、コミュニケーシヨンの支握や移動の介動か不可欠

です。

◎ 生活環境や視覚障かいと聴覚障かいの程度、またその時かいの発症時載により、

コミュニケーションの方法が一人ひとり巽なります。

′
~~~~~~~~~― ― ― ― ― ― ― ― 、
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[聴覚障害者標識]

聴覚障かいであることを理由に免許

に条件を付されている方か運転す

車に表示するマークです。

【耳マーク1

間こえか不自由なことをます、国内

で使用されているマークで0.

ヽ ______¨ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
′ ヽ _______… … … ― ―・ ‐… … … …

′
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◎このような障がいです

肢体(したい)不自由のある人の中には、手や足の機能に障がいのある人、姿勢を保持

することか困難な人や脳性まひの人などがいます。

Θ 指 手 腕に樟かいかある人!ま、細かい作業や、薫や婚コの開開など、力か必要な

動作か書手です。

● 足や体幹に障かいかある人は、立ったり、座ったり、低いとこ
=や

高いところの

勤を取る動作か困難です。移妻や歩

`i:こ

は、枚や蓋足、車いすを使用するなと、

さまざまな方かいます。

3讃体 (したい)不自由の中でも、脳性まひ、筋シストロフィーなど、全身に障かいか

およぶ■のを、一般的に全身性障がいと言います。全身性障がしヽ書の多くは、

社会生,こを送る上で不痩が多く、
=ま

ざまな湯面ですホートを必要としています。

◎こんなサポートをお願いします。

「
=を

″
'ら ==|

0相手と同じ目の高さで 目を見て話してください。

0車いすを利用している方か困つている場合は、どのようなサポートか必要かたずねてくだ

さい。いきなり車いすを押したりすると相手か驚いてしまうので、ます声を力ヽす意思を確認

しましょう。

1疑や:"鋼■サ■■■1

0脳性まひの人の中には、言語障かいに加え、顔の表情や手足などが自分の思いとは関係なく

動いてしまうため、自分の意思をうまく伝えられない人もいます。言葉かわからない場合は、

わかったる、りをせず、繰り返し聞いてきちんと確認することが大切です。

0文字を書くことか難しい人の場合、相手の了解をとったうえて必要事項を代筆するなどの

お手伝いをしましょう。

「,恒や″著歳で 1

0足に障がいがある人は、杖や義足、車いすを使用するなど、状態はさまざまです。階段や段差

か昇れす困つている場合は、本人にサポートの方法をよく聞いてお手伝いしてください。

C杖を使用しているlllの 腕を握らないでください。

|お
=●

こ■1

0ドアの開FT5の お手伝いをしましょう。

颯

，‘



ヽ
〓

0混雑した場所の場合 杖を使用している人か他の人にぶつからないように保護しましょう。

0高いところや低いところにある商品が取れすに困つているときは、本人の意思を確認して

お手伝いしましょう。

1,1,■ 肇宰
`J

O乗降時は、急かしたり、押したり、追い越すように乗つたりしないように気をつけてください。

0優先席でなくても、席を譲るようにしましょつ。
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◎このような障がいです

病気などで身体の内部 (心臓、臀臓、肺、ぼうこう、直腸、小腸)の働きが弱くなったり

働かなくなる障がい、ヒト免疫不全ウィルス(HIV)による免疫機能の障がいを内部

障がいといいます。

■三■1`;三■itiす |ミ言■募こここ■■|.=せ■
=■
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【主な内部障がい】

彦 心臓機能障かい

不整脈、狭心症や心筋症等のために心臓の機能か低下した障かいで、ペースメーカーを使用

している人もいます。

多 呼畷器機能障がい

呼吸器系の病気によって呼吸機能か低下した障かいて、酸素ボンベを携帯したり人工呼吸器

を使用している人もいます。

多 腎臓機能障かい

腎臓の機能か低下した障かいて、人工透析に通院している人もいます。

多ぼうこう 直腸機能障がい

はうこう疾患ゃ腸管の通過障かいで、腸壁に新たなり1泄 口 (ス トマ)を 造設している人も

います。

多 りヽ腸機能障がい

小腸の機能か損なわれた障かいで、食事による栄養維持か困難なため、静脈から輸液の補給を

受けている人もいます。

霧 ヒト免疫不全ウイルス(HiV)による免疫機能障がい

HIVによって免疫機能か低下した障かいで 抗ウイルス剤を服_3し ています。

議 肝臓機能障がい

肝臓の機能か低下した障かいで、肝臓移植を受けた人もいます。

●



◎こんなサポートをお願いします。

『■■ヤ
=■

■4■■■■1

0人混みや電車の中での携帯電話の使用は ペースメーカーに影響し大変危険です。マナー

モードでなく 必ず電源を切るようにしてください。

0外見からは障かいかあることかわかりにくいですか、バスや電車の優先席の利用や、障か

い者用駐車場を利用している場合の理解をお願いします。

「チ
==ど

●:

0タバコの煙か症状を悪化させることもあります。歩きタバコや指定喫煙所以外では吸わ

ないようにマナーを守りましょう。

O疲れやすく貧血などで動けなくなる方もいます。道端や階段等で具合か悪そうにしている

人かいたら、声を力Чナて本人の意思か確認できるときは確認のうえ、病院などに連絡をし

てください.

0手に力が入らず、缶やベットホトルのら、たを開けることかできない方もいます。困つてい

る様子をみ力¬すたら、本人の意思を確認してお手伝いしましょう。

i■■i´■■■,

0体力の低下により、集中力や根気が続かなし`

こともあります。本人の状態を理解し、必要に

応して休憩してもらうなどしましょう。
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:オストメイトマーク:

人三肛門 .ヽ工ぼうこうを造言,し て

いる人 1オストメイト,のための設備

かあることを表し―ています。
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スマーク:

身体のコ吉卜に障がいかあるヽを表 L=

ています.
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◎このような障がいです

難病とは、原因不明で治療法が未確立な疾病のうち、国か研究事業に指定した疾患を

指します。一定の難病の方については、身体障害者手帳を所持していなくても、平成

25年4月 から、障害福祉サービス等の利用か可能となりました。難病等の特徴の一つ

に、周期的又は断続的に起きる障がいとして「痛みJや「疲労感Jなどかあります。

体調の悪化や通院で時間を確保したり、ス トレスや疲労をためないよう活動か制限

(日 常生活を安定しておくるために)されたりすることもあるため、家族をはじめとした

周囲の理解が必要です。また、就労している方の場合は、勤務先が本人の状況を理解した

配慮を行うことか重要です。
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◎こんなサポートをお願いします。
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O外見から障がいかあることかわかりにくいですか、バスや電車の優先席の利用や 障かい

者用駐車場を利用している場合の理解をお願いします。

F´
====1

0道端や階段等で具合か悪そうにしている人かいたら 声を力ヽ すて本人の意思か確認できる

ときは確認して、病院などに連絡をしてください。

「■■■■を:●J

O本人の状態を正しく理解し、体力的に無理のない仕事への配置、体調的に無理な仕事は本人

とよく話し合つて調整するなどの配慮か必要です。

O ll力 の低下や疲労により、集中力や根気が続かないこともあります。必要に応して休憩して

もらうなどしましょう。

O体調不良や通院などのために、早退や欠席か必要なこともあります。理解や配慮をお願い

します。



◎このような障がいです

知的障がいのある人は、知的な発達か同年齢の人の平均に比べてゆつくりで、日常生

活に支障が生じているために、何らかの援助が必要な状態にありますか、すべての能力

が遅れているわけではありません。周囲の理解やサポートにより改善したり、できるよ

うになることもたくさんあります。
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◎こんなサポートをお願いします。

|■ ■■:=う こ
"'0笑顔でゆつくり やさしい口調で声を力Чナ lT子を見てから対応しましょう。

|=■
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0会話によるコミュニケーションは、ゆつくり、丁寧に、短い言葉で、その人かどうすればいい

のかわかるように具体的に話しましょう。

例)「 これ手伝つてJ⇒「この用紙を番号順に並べて |

「少し後にJ⇒ [5分後にJ

O質問するときは、答えやすいように聞き方を工夫しましょう。

例)「どれかいいの ?J⇒「00と△△のどつちがいい?J

02つ以上の行動を同時に説明すると混乱することもありますので 1つずつ説明しましょう。

0相手が成人の場合、子ども扱いをしないようにしましょう。

0「こたわりJをもつている方も多いので、サポートする時はその「こたわりJを否定しないよ

うにしましよう。
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0車 lBに飛び出しそう、ホームから転落しそうなど 危険な行為を見力¬サた時には、後を追い、

止めましょう。

O叱 りつけたり貴めたりしても適切な行動は学べないので、相手の正面から穏やかな口調で

声を力ヽするようにしましょう。
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『Jヽス停などで』

0バスか遅れているなど いつもと違う状況に対応できず困つている様子を見力Jすたら、短い

質問で状況を確認し、どうすればよいか伝えましょう。

O気持ちか落ち着かす 独り言を言つたり、からだを揺らしたりしているなど―見変わった

行動をとつていても、それかその人の気持ちを落ち着かせる行動かもしれません。時には

見守ることも必要です。

ニ

◎このような障がいです

発達障かいは、脳の働きが成熟していなかつたり、その働きにアンバランスさかあっ

たりすることが原因と考えられていますが、まだ十分には解明されていません。また

外見からはわかりにくいため、周囲から誤解されることも多くあります。

× 本人の怠慢や しつけの問題 育つた環境が原因ではなく、生まれつきの障がいであり、その症1大が発達

期に現れることや 生 Fiにわたる障かいであることか特徴とされています。
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【発達障がいの一

'1】多 自開症スペクトラム(自 開症やアスベルガー症候群等)

言葉か使えない重い知的障かいを伴う人から、言葉と知的発達に遅れかない高機能自閉症

やアスベルカー症候群と診断される人までいます。



蜃 ∫
個人差はありますか、人の気持ちを察したり、その場の雰囲気を読んだりすることか苦手で

人とのコミュニケーションか苦手だつたり、強いこだわりがあるなどの特徴があります。

髪 注意欠陥/多動性障かい(AD/HD)

注意力と集中力に欠けること、多動性 (じ つとしていられなし0や衝動性 (考 えずに行動して

しまう)か見られたりすること、このどちらかまたは両方の特徴をもつているため、勉強や

仕事かうまくいかないことがあります。短期記憶か苦手なため、例えば、今言われたことを

すぐに忘れてしまう、忘れ物が多い、同じ過ちを何度も繰り返すなどの行動かみられます。

象 学習障がい(LD)

全体llには知的な遅れはありませんか、「読むJ「書くJ「計算J「 間くJ「話すJ「推論するJと いつ

た学習に必要な能力のうち 一つまたは複数の力をうまく使えないために、学習面で困つてい

ることが多いです。聞こえてくるものを区別して聞き分けたりすることか苦手な人もいます。

◎こんなサポートをお願いします。

「■を力|″ι二■1

0笑顔でゆっくり、やさしい口調で声を力ヽ すましょう。

O声を力ヽ すたら様子を見て対応しましょう。

「言冨■説″をすうと● 1

0会話によるコミュニケーションは、ゆつくり、丁寧に 短い言葉で、その人かどうすればいい

のかわかるように具体的に話しましょう。

0質問するときは、答えやすいように聞き方を工夫しましょう。

02つ以上の行動を同時に説明すると混乱することもありますので、1つすつ伝えるように

しましょう。また、メモで渡すとうまくいくことかあります。

O否定的な言動には過敏な人が多いので、「OOしないJではなく「00し ましょうJと 肯定的

な言葉力¬すをしましょう。

『学■,,■など■J

Oスケジュールや手順を目に見えるようにすると見通しをもつことかでき、不安か解
'肖

され

スムースに行動することかできます。

0叱り付けたり責めたりしても適切な行ilは学べないので、相手の正面から穏やかな口調で

声を力」するようにしましょう。
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◎このような障がいです

精神障かいのある人は、統合失調症、うつ病、てんかん、アルコール依存症といった

様々な精神疾患によつて、社会生活のしづらさを抱えていま視 適切な治療や服薬、

また周囲の配慮かあれば症状をコントロールできるため、大半の人は地域で安定した

生活を送つています。

eス ト:/ス をためゃすく、翼芸したし、療
=や

すかつたり■ミす。

―‐三日(1曇ヤコミュニケー■=ン静≡手になる●tいます。

言
‐
・
=■

.=■■讐にくく、l~日から壼算さ■ず護立■てしまうことが二ります。

諄 統合失調症

幻覚、思考障がいなど様々な精神症状が特徴で、現実を認識する能力か妨げられて正しい半」

断か出来にくく、対人関係か難しくなるなど様々な生活上の支障を弓き起こします。服薬に

よつてこれらの症状を抑えることもできます。

ヱ うつ病

気分かひどく落ち込んだり、何事にも興味を持てなくなったりして、日常生活に支障か現

れます。

◎こんなサポートをお願いします。

「二■多r,す
=4■

』

0不安を感じさせない穏やかな対応が必要です。

0相手の伝えたいことをゆつくりと、根気よく間くようにしましょう。

0何度も聞き返したり、問いつめたりしないようにしましょう。

"て
んかん

通常は規則正しいリスムで活動している大脳の神経細胞の活動か突然くすれ、激しい電気

的な乱れが生じることによつて発作か表れる病気です。突然倒れてけいれんを起こしたりす

る人もいれば -1舜言葉か出なくなるだけの発作もあり、発作の症状はさまざまです。

◎こんなサポートをお願いします。

|=ルオ■4■ ;■●し
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J

O発作は数秒から2～ 3分のうちに止まります。あわてす 発作を起こしている人の安全を確

保し、静力Чこ見守つてください。たたし、発作から分以上続いたり 発作を繰り返すときは、

lt況 に応じて救急車を呼ぶなどの対応をお願いします。
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◎このような障がいです

脳卒中などの病気や交通事故等で脳に損傷を受けた人の中には、身体のまひや機能

障がいだけでなく、言葉の不自由や記憶力の低下、感情の不安定さを伴う人もいます。

外見からは障かいかあることかわかりにくいため、理解されにくかったり、誤解を受

けることがあります。また、本人も障かいに気か付かないこともあります。
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◎こんなサホートをお願いします

0何かを頼むときや説明するときは ゆつくり、わかりやつく 具体的に話しましょう。

0メ モを書いて渡す、図やイラストなども使つて伝えましょう。

0行動を習慣化すると できることか増賣てきます。「手順を簡単にする 「日課をシンブルに

するJなど 周囲の環境を調整することか大切です。

■
■

◎このような障がいです

重度の身体障かい (肢体 (し たい)不 自由)と 重度の知的障かいか重複 している、重い

障がいです。自分で日常生活を送ることは困難であり、自宅で介護を受けたり、専門it

設などに入所したりして生括しています。意思は、日の動きや日で訴え伝えますか、常

時介護している人でないと理解しづらいです。また、特に、医学的な管理を必要とする

など一定の状態を「超重症心身障がいJや「準超重症心身障かいJと 呼んでいる場合も

あります。

◎こんなサポートをお願いします。

0車いすやストレッチャーでの移動時など 大手が必要そうなときには 介護者に声を力Jナ

てみましょう.

0人工呼吸器などのE・I療機器のアラーム音が鳴つているときは 凛や力Jこ 介護者に知らしま

しょう。
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|◎車椅子の介動方法

両手で,1ン ドグ J"プ

を握 ります 相手rl.サ

態や前後左右の11況

に注意しなから ゆ ,

くり11し ます
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lT[ブ レー|を 11す ま
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◎障がい書に関するマーク

まちで見かける障がい者に関するマークには、次のようなものがあります。

一障

害

者
の
た
め

の

国
際

シ
ン
■
ル

マ
ー
ク
¨

障がい言か利用できる建物 施設であることを明確に表すための世昇共通のシ

ンボルマークです。マークの使用については国際り
'ヽ

ビリテーシヨン協会の「使

用指

'lJこ

より定められています 馬i早場などでこlrマークを見力ヽ ナた場合には

障がい者の利用への酉:慮について こ理解 こ愉力をお願いいたします

×このマークは「

'べ
ての障がい者を対象 |と したものです.特に■椅子を利月

する障かい者を限定し 使用されるものではありません。

¨
身
●

耳
書
者
標
訓

¨

肢● (したい)不 自由であることを理由に免許に条件を,されている人か運転す

る車に表示するマークで マークの表示については 努力義務となっています.

危険防止のl_め やむを得ない場合を除き このマークを付曰た単に幅寄せや害J

り込みを行つた運転者は 道路交rなの規定により罰せられます.

聴̈
覚
瞳

吉

言
標
識

一

聴党障かいであることを理由に免許に■件を,されている人が運転する車に

表示するマークで マークの表示については 言務となっています.

危険防止のためやむを
=な

しヽ i易 合を餘き このマークを付けた車に 1日 寄せや

害|り 込みを行つた運転者は 道路交通法の規定により罰 ビられます.

¨
百
人

の
た
め

の

国
際

シ
ン
ホ
ル

マ
ー
ク
一

世界盲大会連合で1984年に制定されl_盲 人のための世界■通のマークです。

視覚障がい者の買全やブヽ リアフリーに考慮された建物 設備 機器なとに,け

られてしヽます.信号llや 国際点字郵便物 書籍などで身近に見力ヽ サるマークです.

このマークを見力
'す

た場合には 視覚障がい者の利用への配慮について こ理解

こ協力をお願いいたします.

聞こえが不白山なことを表す 国内で使用されているマー_・ です 聴覚FIかしヽ者

は見l_曰 には分からないために 誤解されたり 不利益をこうむつたり 社会生

活上で不安か少なくありません.

このマークを提示された場合は 相手が「mこえないに とを理解し コミュニ

ケーションt■ 方凛への配慮についてこ陥力をお願いいたします

¨
ほ

し

ょ
大

マ
ー
ク

一

身体障かい者補Ell犬 同伴の啓発のためのマークです。身体障がい著補助大とは

盲導大 介助大 聴導大のことを言しヽます。「身体障害者補助大法Jが施行され

現在では公共のIL設 や交通機関はもちろん デパー トやスーブヽ一 ホテル レス

トランなどの民間施設てt身体障かい者補助大が向伴できるようになりました.

補助大はペ ットではありまビん。体の不自由な人の体の一吉「となって働 tヽ てい

ます。社会のマナーもきちんと言1線 されているし 衛生面でもきちんと管理され

ています。お店の入口なとでこのマークを見力
'ナ

たり 補助大を連れている人を

見力ヽ すた場合は こ理解 こ陥力をお願いいたします



オ̈

ス
ト
メ
イ
ト

マ
ー
ク
一

人工]I円 人工ぼうこうを造設している人 (オ ス トメイ ■)のための設備がある

ことを表 しています。オス トメイ ト対5の トイレの入口 案内誘導ブレー トに

表示されています。

このマークを見わヽ りた場合には その トイレかオス トメイ トに西:慮された トイ

レであることについて こ理解 こ協力をお願いいたします.

〔
ム
ー
ト
フ

ラ

ス
マ
ー
ク

一

「身体内音附こ17‐ かいがある人Jを 表しています.身 体内部 (心肛 lJ吸 機能 じん

臓 ぼうこう 直腸 Jヽ 腸 免●機能)こ 障かいがある人は外見からは分かりにく

しヽため 様々な誤解を受けることがあります。

内吉F障 かいの人の中には 電車などの優先席に座 りたしヽ 近辺での携帯電話使

用を控えてほしい 障かい者用駐車スペースに停めたい といったことを希望

していることがあります このマークを着用されている人を見力Jサた場合には

内 Fヽ陣かいへの配慮についてこ理解 こ愉力をお,員 いいたします.

:「 |~11lI「 |III

◎熊本県八―トフルパス制度

一時的
=歩

行□雉な方

(妊 産帰  り I・ 人 )

1年末満で必要な測間】

Tl用 いた l_く ため 障がいのある人や高齢の人

妊産婦の人など歩行か困難と記められる人に対し

て 県内共通の利用証 1,ヽ― トフルバス)を交,す

ることで 本当に必要な人のための「i車スペース

の確保を図る制度です.

対象者や申請方法について詳 しくは 熊本県健康

福ll政 策課福祉のまちづくり室

(Te 096 333-2202)に お問い合わせください.

障かいのある人の駐車スペースを確保するために

このマークか表示されている場所 (こ のマーク以

外でも障かい者用駐車場に指定されている場所 )

には 車やブヽイクを駐車 しないように心かけま

しょう。

一孝

暉 I● tヽ 者  高齢者 戴病の方

1某準
=該

当しなくなるまで1

障がtl者 用駐車場

回圏困

ハー トフリレ′ヽス

鶴
□

胡

圏
赳

ぅ



熊本市障がい保健福祉課
住 所 :〒 860‐ 8601熊本市中央区手取本町 1番 1号

TEL: 096‐ 328‐ 2519

FAX1 096‐ 325‐ 2358

メール : ShOugaihokenfukushiOcity kumamoto lg ip


